
概要版

米沢市　SDGs未来都市計画
～果敢な挑戦と創造の連鎖～ 市民総参加で実現するSDGs未来都市米沢

全体計画の概要：先人から受け継いだ歴史・文化が息づくこのまちが、人口減少等の課題を抱えつつも将来にわたって持続可能な「未来都市」であるために、多くのステークホルダーと
ともに「挑戦と創造」をし続けることによって、ものづくり、健康長寿、環境教育をより高次元なものへと発展させ、経済・社会・環境の３つの側面における好循環を生み出していく。
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2030年のあるべき姿 2030年のあるべき姿の実現に向けた優先的なゴール・ターゲット

【３つの方向性】
①鷹山公が根付かせた「ものづくりマインド」が市内経済をけん引するまち
②「現代の藩政改革」による健康長寿日本一のまち
③「草木塔」などの本市独自の精神文化を基軸にSDGsを実装する環境教育先進都市

①市内企業間や企業と大学との連携や米沢ブランド戦略の推進による市内産業の高付加価値化
②持続的な心身の健康づくりと暮らしの満足度の向上
③環境教育とCO2削減・吸収源対策の推進によるゼロカーボンシティの実現
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自治体SDGｓに資する取組

①産業振興プロジェクト
・大学シーズと地元企業とを結ぶマッチング事業
・米沢市創業支援事業計画に基づく創業促進
・企業誘致の促進による雇用機会創出

④ICT活用推進プロジェクト
・地元企業であるNECパーソナルコンピュータ株式会社との連携による
　Society5.0の実現に向けた事業推進
・行政DXやGIGAスクール構想の推進

②米沢ブランド戦略推進プロジェクト
・「挑戦と創造」による米沢ブランド戦略の推進
・「TEAM　NEXT YONEZAWA」に登録する団体が取り組む米沢品質
　 向上運動を推進

⑤ゼロカーボンシティ実現プロジェクト
・温室効果ガス排出量削減及び吸収源対策の実施
・再生可能エネルギー利用拡大
・本市独自の歴史・文化資源を活用した環境教育

③健康長寿日本一推進プロジェクト
・山形県立米沢栄養大学との連携
・健診（検診）受診率向上に向けた取組　　・健康経営の推進
・自然環境を活用した健康づくり事業　　　・地域医療を守る取組

⑥米沢版SDGsプラットフォーム創出プロジェクト
・多様な主体が実施するSDGsの取組の見える化
・SDGsをキーワードとして、市内の多様な主体をつなぐ場の提供
・市民や企業などへの働きかけを通じた、SDGsの取組の拡大
・米沢市SDGs推進協議会でプラットフォームの運営管理や支援等を実施
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各種計画への反映 ステークホルダーとの連携

・米沢市まちづくり総合計画後期基本計画
・米沢市まち・ひと・しごと創生総合戦略
その他、米沢市環境基本計画や米沢市工業振興計画など15以上の計画で
SDGsとの関連を明記。
今後策定・改定を行う計画においてもSDGsとの関連を明記していく。

【域内外の主体】
　　山形大学、米沢栄養大学、地域企業、市との連携協定締結企業、地元金融機関、
　　米沢商工会議所等との連携
【国内の自治体】
　　県内SDGｓ未来都市（鶴岡市、飯豊町、長井市）及び周辺自治体との連携、
　　地方創生SDGsプラットフォーム参加自治体との連携
【海外の主体】
　　産業面やホストタウンの交流を通した連携

自律的好循環の形成へ向け
た制度の構築等

　本市でSDGｓに取り組んでいる先導的な企業、団体等の活動を広く市民に伝えていくとともに、市全体に拡大展開していくため、情報を「見える化」するため
のプラットフォームとして、宣言制度である米沢市SDGs「わたしのなせばなる」によりSDGｓの促進を図る。そして、多様なステークホルダーと連携しながら
「なせばなる　なさねばならぬ　SDGs」の心構えで、地域全体でSDGs達成に向けた取組支援と普及啓発を図っていく。


